
　　令和７年度　　社会福祉法人に対する指導監査結果について

法人名 社会福祉法人  青葉台福祉会(法人番号2140005014558)

令和8年2月25日監査実施日

文書による指摘事項の有無 有

文書による指摘内容 改善状況

　令和６年度の一般監査において、評議員選任・解任委員会の構成委員に理
事長が含まれていることについて、委員を選任しなおすよう指摘している
が、新たな委員を選任していない。
　評議員会は役員への牽制機能を持つ機関であり、理事は、評議員の選任及
び解任を行えないため、評議員選任・解任委員会の委員を早急に選任し直す
こと。

1 改善済評議員の選任について

　令和６年度の一般監査において、監査報告書が実際の監事監査の内容を記
載していなかったため、監事監査の不備を指摘しているにも関わらず、令和
７年度も同様の監査報告書を提出するなど、全く監査機能が働いていないと
言わざるを得ない。監事は職責を認識し職務を行う、または、監事の職責を
果たせる者を監事とすること。

2 改善予定監事監査の不備について

　令和８年２月１９日開催の理事会において、監事が全員欠席している。監
事が理事会に出席し必要に応じて意見を述べることは、理事や理事会の職務
の執行に対する牽制を及ぼす観点から重要であり、法律上の義務とされてい
る。監事は、理事会に出席すること。また、理事会招集権者は、監事が理事
会に出席できるよう日程調整等の配慮を行うこと。また、現地での出席が困
難な場合は、テレビ電話等のオンライン会議の活用を検討すること。

3 改善予定理事会への監事の出席について

　令和６年度の一般監査において、理事長の専決範囲を定めた規程が存在し
ないため、定款施行細則等において定めるよう指摘していたが、未策定であ
る。
　早急に定款施行細則等を策定すること。

4 改善済理事長の専決事項について

　令和７年７月５日開催の評議員会の議事録について、出席していた理事１
人の記名押印がなく、同様に同年１０月２５日開催の理事会の議事録につい
ても、出席していた監事１人の記名押印がない。
　真実性が担保された有効な議事録とするため、定款の規定に従い、速やか
に記名押印を行うこと。

5 改善済議事録の署名について

　計算書類の注記について、以下の通り不備等が認められたため、改善する
こと。
・拠点区分用の注記のみ作成され、法人全体用が作成されていなかった。法
人全体用の注記は作成を省略できないため、法令の定めにより適切に作成す
ること。
・満期保有目的の債権を取得しているが、注記の「満期保有目的の債権の内
訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益」の記載がない。漏れなく記載するこ
と。

6 改善予定計算書類に対する注記について

令和8年7月10日現在



前年度に実施した指導監査での文書による指摘内容のうち、
改善予定又は未改善のもの

改善状況

令和５年度決算にかかる監事による監査報告書において、会計監査人を

設置していないにもかかわらず、「会計監査人の監査の方法及び結果は相

当であると認めます。」と記載しており、監査報告書が実際の監事監査の

内容を記載しておらず、監事による監査が形骸化していると言わざるを得

ない。ついては、監事による監査の重要性を自覚して業務を行うととも

に、監事の職責を果たせるよう機能の強化を図ること。

1 改善予定

幼保連携型認定こども園「青葉台こども園」の保護者の送迎用駐車場と

して、園の近隣の土地を賃借し、法人会計より賃借料を支出している。当

該賃貸借契約に係る契約書を確認したところ、有期契約であり、契約期間

満了の２か月前までに当事者間で契約延長等について協議する内容となっ

ており、理事長曰く協議したとのことであるが、その協議結果について内

容が確認できず、契約内容が不明瞭となっており、結果的に賃借料の支出

について根拠が乏しいものとなっていた。 ついては、相手方と協議のう

えで契約内容を再確認し、契約書を再締結する等の対応をとった上で、根

拠をもって賃借料を支出すること。

2 改善予定

計算書類の注記について、以下の通り不備等が認められたため、改善す

ること。 ・拠点区分用の注記のみ作成され、法人全体用が作成されていな

かった。法人全体用の注記は作成を省略できないため、法令の定めにより

適切に作成すること。 ・作成している注記について誤記が散見された。注

記については正確に作成すること。

3 改善予定

令和8年7月10日現在


